
貨
物
脱
線
事
故
で
緊
急
提
言

鉄
道
不
通
時
の

影
響
を
最
小
に

連載
北海道の鉄道を
活かそう!
交通コンサルタント
阿部等

第21回
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拡大版

（
あ
べ
・
ひ
と
し
）

1
9
6
1
年
東
京
都
生
ま

れ
。
東
京
大
学
工
学
部
都
市

工
学
科
卒
業
、
修
士
修
了
、

博
士
１
年
中
退
。
88
年
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
１
期
生
と
し
て

入
社
し
鉄
道
の
実
務
と
研
究

開
発
の
経
験
を
重
ね
た
。

2
0
0
5
年
に
退
職
し
て

（
株
）
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
創

業
。
交
通
計
画
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
従
事

　

筆
者
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
入
社
し
て
最
初

の
正
式
配
属
前
に
「
保
線
」
部
門
を
希
望
し

て
配
属
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
経
験
を
重

ね
、
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
へ
の
出
向
も
含

め
研
究
開
発
に
も
従
事
し
た
。「
保
線
」
は

本
当
に
列
車
運
行
の
要
で
あ
り
、
当
時
の
経

験
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
連
載
も
自
信
を
持

っ
て
記
述
で
き
て
い
る
。

　

自
動
車
の
安
全
や
乗
り
心
地
は
ド
ラ
イ
バ

ー
の
力
量
に
よ
る
面
が
強
い
が
、
鉄
道
の
安

全
や
乗
り
心
地
は
運
転
士
の
力
量
よ
り
保
線

技
術
者
の
力
量
に
よ
る
面
が
強
い
。
鉄
道
を

進
化
さ
せ
る
に
は
、
保
線
技
術
者
の
報
酬
を

高
く
し
、
高
度
の
知
的
セ
ン
ス
を
持
つ
人
材

を
参
集
さ
せ
る
べ
き
な
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
保
線

技
術
者
の
報
酬
は
低
く
、
自
己
都
合
退
職
が

続
出
す
る
極
め
て
嘆
か
わ
し
い
状
況
だ
。

北
の
鉄
路
の
窮
状
を
改
め
た
い

レ
ー
ル
破
断
で
貨
物
列
車
脱
線

　

さ
る
11
月
16
日
に
、
Ｊ
Ｒ
函
館
線
の
森
︱

石
倉
に
て
踏
切
内
の
レ
ー
ル
が
１
ｍ
に
わ
た

っ
て
破
断
し
、
貨
物
列
車
が
脱
線
し
た
。
21

両
編
成
の
後
部
５
両
が
脱
線
し
た
の
で
、
現

地
通
過
中
に
前
部
車
両
の
衝
撃
で
レ
ー
ル
が

破
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

レ
ー
ル
の
断
面
は
上
か
ら
順
に
頭
部
（
50

Ｎ
レ
ー
ル
な
ら
新
品
で
幅
65
㎜
）・
腹
部

（
同
15
㎜
）・
底
部
（
同
１
２
７
㎜
）
と
呼
ば

細
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
に
く
い
。
し
か
し
、

肉
眼
で
は
見
出
せ
な
い
レ
ー
ル
の
内
部
傷
を

見
つ
け
る
た
め
に
超
音
波
検
査
が
定
期
的
に

実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
見
つ
け
ら
れ
た
可

能
性
は
充
分
あ
っ
た
。

　

破
断
し
た
箇
所
は
２
カ
月
前
の
超
音
波
検

査
に
て
要
注
意
と
さ
れ
、
踏
切
敷
板
を
解
体

せ
ず
、
目
視
で
頭
部
の
み
を
確
認
し
て
異
常

な
し
と
し
た
。
踏
切
敷
板
の
解
体
に
は
道
路

交
通
規
制
を
要
し
、
Ｊ
Ｒ
の
都
合
だ
け
で
は

実
施
で
き
ず
、
ま
た
超
音
波
検
査
で
の
要
注

意
の
際
に
解
体
し
て
の
検
査
が
ル
ー
ル
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
回
を
機
に
改
ま
る
だ
ろ
う
。

保
線
は
重
要
で
高
度
な
業
務

　

皆
様
は
「
保
線
」
と
い
う
仕
事
に
ど
う
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
華
や
か

で
な
く
、
知
的
イ
メ
ー
ジ
も
少
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
列
車
運
行
に
極
め
て
重
要
で
、

高
度
の
知
的
業
務
だ
。

事故を機に、再発防止と鉄道
不通時の影響最小化の両面を
考えたい（11月16日＝共同）

れ
、
腹
部
が
３
㎜
ま
で
細
っ
て
い
た
。
海
近

く
で
の
塩
害
や
雪
国
で
の
融
雪
剤
の
影
響
だ

ろ
う
。

　

事
故
に
よ
り
、
事
故
調
査
と
復
旧
の
た
め

に
３
日
間
こ
の
区
間
の
列
車
運
行
が
全
て
停

止
し
た
が
、
運
行
を
継
続
す
る
方
策
が
あ
っ

た
こ
と
を
後
半
に
記
す
。

検
査
で
は
異
常
を
発
見
で
き
ず

　

破
断
し
た
レ
ー
ル
は
敷
設
か
ら
32
年
経
ち
、

長
く
使
い
過
ぎ
と
の
声
も
あ
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
レ
ー
ル
は
傷
や
磨
耗
が
限
度
を
超

え
な
け
れ
ば
、
通
過
し
た
列
車
の
ト
ン
数
の

合
計
で
あ
る
通
ト
ン
で
使
用
限
度
を
決
め
る
。

　

現
地
の
貨
物
・
旅
客
列
車
の
通
過
本
数
と

重
量
か
ら
推
計
し
、
通
ト
ン
は
１
日
３
万
㌧
、

１
年
１
０
０
０
万
㌧
程
度
だ
。
32
年
で
３
・

２
億
㌧
。
50
Ｎ
レ
ー
ル
だ
と
上
限
４
億
㌧
で

あ
り
、
限
度
に
達
し
て
い
な
い
。

　

踏
切
区
間
で
は
レ
ー
ル
の
腹
部
は
隠
れ
、
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そ
の
原
因
は
、
繰
り
返
し
書
い
て
来
た
よ

う
に
、（
経
営
者
の
責
で
な
い
）
低
金
利
に

よ
る
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
減
に
国
が
適

正
な
財
政
措
置
を
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。
第

13
回
に
、
少
な
め
に
試
算
し
た
運
用
益
不
足

分
８
０
０
０
億
円
を
国
が
遡
っ
て
財
政
措
置

す
べ
き
と
書
い
た
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
「
減
速
・
減

便
・
少
駅
化
、
頻
繁
な
運
休
」
の
経
営
方
針

の
ま
ま
で
は
、
道
民
の
不
平
・
不
満
・
不
信

は
収
ま
ら
ず
、
世
論
の
賛
同
は
集
ま
ら
な
い
。

　

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
に
は
「
鉄
道
は
あ
て
に

な
ら
な
い
の
で
、
運
転
が
き
つ
く
て
も
マ
イ

カ
ー
で
の
移
動
に
」「
天
気
悪
く
な
れ
ば
す

ぐ
運
転
見
合
せ
、
天
気
が
良
け
れ
ば
こ
の
ザ

マ
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
続
く
。

　

経
営
方
針
を
「
増
速
・
増
便
・
多
駅
化
、

で
き
る
限
り
の
運
行
」
へ
改
め
る
こ
と
が
、

北
の
鉄
路
の
窮
状
を
改
め
る
第
一
歩
だ
と
強

く
言
い
た
い
。「
で
き
る
限
り
の
運
行
」
は
、

悪
天
候
に
対
し
て
と
と
も
に
、
事
故
や
災
害

で
不
通
区
間
が
生
じ
た
場
合
も
同
様
だ
。

単
線
運
転
で
影
響
最
小
化
で
き
た

　

今
回
の
事
故
の
区
間
は
旅
客
駅
で
は
森
︱

石
倉
だ
が
、
事
故
箇
所
と
森
と
の
間
に
石
谷

信
号
場
が
あ
り
、
２
０
２
２
年
ま
で
旅
客
駅

だ
っ
た
。
図
の
よ
う
に
、
今
で
も
折
返
し
や

上
下
線
渡
り
（
た
だ
し
信
号
は
な
く
特
別
の

　

下
り
列
車
が
上
り
線
を
逆
線
走
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
信
号
は
な
く
踏
切
は
正
常
に
動

作
し
な
い
。
通
常
の
信
号
に
よ
ら
ず
逆
線
走

行
で
き
る
よ
う
、「
代
用
閉
そ
く
方
式
」
と

い
う
ル
ー
ル
が
国
鉄
時
代
か
ら
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

各
社
は
そ
れ
を
引
継
い
だ
。
踏
切
は
警
備
員

を
配
置
し
て
安
全
を
担
保
す
る
。

　

複
線
区
間
で
１
線
が
不
通
に
な
っ
た
時
、

信
号
機
等
を
各
駅
で
制
御
す
る
区
間
で
は

「
指
導
通
信
式
」、
制
御
所
で
集
中
制
御
す
る

Ｃ
Ｔ
Ｃ
区
間
で
は
「
指
導
指
令
式
」
を
実
施

で
き
る
。

　

筆
者
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
て
、
列
車
を
運
休

せ
ず
に
終
列
車
と
初
列
車
の
間
の
工
事
間
合

を
拡
大
す
る
た
め
に
、
指
導
通
信
式
に
よ
る

単
線
運
転
を
発
案
・
実
行
し
た
経
験
が
あ
り
、

森－石谷で単線運転できた（インターネットの配線略図.netの図面に加筆）

実
務
を
よ
く
承
知
し
て
い
る
。

　

単
線
運
転
区
間
に
進
入
す
る
列
車
に
は

「
指
導
者
」
が
乗
る
か
「
指
導
券
」
を
運
転

士
に
手
渡
し
て
、
複
数
列
車
が
同
時
に
進
入

し
な
い
よ
う
に
す
る
。
今
回
の
事
故
箇
所
は

Ｃ
Ｔ
Ｃ
区
間
な
の
で
指
導
指
令
式
を
実
施
す

れ
ば
よ
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
ミ
ス
や
勘
違
い
が
あ
る
と
正
面

衝
突
と
い
う
大
事
故
に
な
る
の
で
、
関
係
従

事
員
へ
の
事
前
の
教
育
訓
練
が
必
須
だ
。

　

今
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
状
況
で
は
、
貨
物
列

車
の
運
転
士
が
所
属
す
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
も
交
え

た
適
正
な
教
育
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と

想
像
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
今
回
を
機
に
、
適

正
な
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
、
次
回
の
同
様
の

事
象
で
は
、
経
営
の
た
め
に
も
社
会
の
た
め

に
も
、
鉄
道
が
不
通
の
時
の
影
響
を
最
小
と

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。

バ
ス
代
行
な
ら
区
間
を
最
短
に

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
事
故
の
翌
日
と
翌
々
日
に

バ
ス
代
行
を
実
施
し
た
が
、
特
急
「
北
斗
」

の
通
常
運
行
11
往
復
に
対
し
て
わ
ず
か
４
往

復
の
運
行
だ
っ
た
。
バ
ス
代
行
を
函
館
―
長

万
部
１
１
０
㎞
と
い
う
長
大
区
間
と
し
、
多

数
の
運
行
に
は
膨
大
な
バ
ス
台
数
を
要
し
た

か
ら
だ
。

　

前
項
の
単
線
運
転
を
関
係
従
事
員
へ
の
教

育
訓
練
不
足
で
実
行
で
き
な
い
場
合
、
あ
る

い
は
単
線
区
間
で
の
事
故
だ
っ
た
場
合
、
で

き
る
だ
け
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
に

は
バ
ス
代
行
し
か
な
い
。
そ
の
際
、
バ
ス
代

行
の
区
間
を
短
く
で
き
る
ほ
ど
、
同
じ
バ
ス

台
数
で
よ
り
多
く
の
本
数
を
運
行
で
き
る
。

　

今
回
で
は
、
バ
ス
代
行
を
森
―
石
谷
、

「
北
斗
」
の
運
行
を
函
館
―
森
と
石
谷
―
札

幌
と
す
る
こ
と
で
相
当
本
数
を
運
行
で
き
た
。

　

深
夜
帯
に
「
北
斗
」
の
車
両
は
函
館
と
札

幌
に
ほ
ぼ
同
編
成
数
が
滞
留
し
、
事
故
箇
所

が
函
館
－
札
幌
の
全
区
間
の
南
側
に
寄
っ
て

い
た
た
め
、
石
谷
―
札
幌
を
所
定
の
11
往
復

運
行
す
る
に
は
車
両
が
足
り
な
か
っ
た
に
し

ろ
、
４
往
復
よ
り
は
多
く
運
行
で
き
た
。

　

23
年
８
月
に
石
北
線
の
上
川
―
白
滝
に
て

盛
土
流
出
で
15
日
間
不
通
と
な
っ
た
際
は
、

バ
ス
代
行
を
旭
川
―
北
見
１
８
０
㎞
に
て
実

施
し
２
往
復
の
み
の
運
行
だ
っ
た
。

　

24
年
１
月
に
函
館
線
の
小
樽
築
港
―
銭
函

に
て
高
波
被
害
で
２
日
間
不
通
と
な
っ
た
際

と
、
同
年
８
～
９
月
に
石
勝
線
の
川
端
―
新

夕
張
に
て
土
砂
流
入
と
道
床
流
出
で
５
日
間

不
通
と
な
っ
た
際
は
、
バ
ス
代
行
を
実
施
せ

ず
並
行
す
る
高
速
バ
ス
等
は
大
混
乱
と
な
り
、

多
く
の
道
民
と
来
訪
者
が
大
迷
惑
し
た
。

　

い
ず
れ
も
バ
ス
代
行
の
区
間
を
最
短
と
す

れ
ば 

多
数
を
運
行
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

連
載
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
元
気
に
な
り

北
の
鉄
路
が
蘇
る
こ
と
を
願
い
、
厳
し
く
指

摘
し
つ
つ
実
行
可
能
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

取
扱
い
を
要
す
）

の
で
き
る
中
線

と
ホ
ー
ム
が
残

っ
て
お
り
、
太

線
の
ル
ー
ト
に

て
単
線
運
転
で

き
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、

重
要
な
札
幌
―

函
館
の
旅
客
ル

ー
ト
も
北
海
道

―
本
州
の
物
流

ル
ー
ト
も
維
持

で
き
た
の
だ
。


